
【岐阜女子大学】メタデータ項目と記述内容 

 
メタデータ項目 メタデータ記述欄 

１ ID  

２ 表題名 沖縄の施設 

３ 資料名 東南植物楽園 

４ 内容分類 郷土・歴史 

５ 索引語 沖縄、生活文化、植物、植物園、イルミネーション 

６ 説明 

沖縄県沖縄市知花に所在する日本の植物園、博物館相当施設。1968年に

開園し、2013年 7月にリニューアルオープンした。 

世界中から集められた亜熱帯や熱帯の植物が沖縄の環境を活かし、自然

に近い姿で一年中見ることができ、約 1300 種類もの植物が楽しめる。ま

た、沖縄特有の薬草や有用植物、サトウキビなども栽培・展示されており、

その実際を間近で観察することができ、地域の植物資源の保護・学習・研

究の場としての役割も担っている。 

そのほか、釣りや雑貨創作、動物とのふれあい等ができる体験イベント、

音声ガイドで園内を案内する周遊バス、地元食材を使用したメニューを提

供するレストラン・カフェ、冬季限定イベントのイルミネーションなど、

展示以外の行事にも力が入れており、観光客から地元民まで毎年多くの方

が訪れている。 

７ 形式 静止画(jpg) 

８ 氏名 撮影者：宮田璃音  

９ 時代・年 撮影日：2025/02/09 

１０ 地域・場所 〒904-2143 沖縄県沖縄市知花 2146 

１１ 利用条件 表示 4.0 国際(CC BY 4.0) 

１２ 関連資料  

１３ 権利者 岐阜女子大学 

１４ 協力者  

１５ 登録日 2025/02/15 

１６ 登録者 宮田璃音 

１７ ファクトデータ circd085h-0007.jpg 



１８ サムネイル 

 

１９ 公開の可否  

２０ ＊特色 

①東南植物楽園の植物 

バオバブやリュウケツジュなど、国内では珍しい熱帯・亜熱帯植物が見

られ、ユスラヤシ並木にいたっては日本最大級であり、植物のスケール感

と造形美は圧巻。サトウキビやパイナップルなど沖縄の農産物も植栽され

ており、地域産業とのつながりもある。花についても、春はブーゲンビリ

ア、夏はハイビスカス、秋はホウオウボクなど、季節ごとに色彩が変化す

る。 

②動物とのふれあいイベント 

 カピバラ、リスザル、モルモット等、動物たちは園内の自然環境の中で

飼育されており、来園者との距離が近い。 

③地元食材を活かした飲食 

 レストランでは、沖縄野菜やハーブを使った洋中創作料理が楽しめる。

カフェでは無添加・無香料のジェラートが販売されており、サトウキビや

紅芋など地元素材を活かした味が人気。 

④歴史と地域とのつながり 

 1968年、沖縄県初の博物館相当施設として認定され、国の登録記念物に

も指定。地域住民との協働イベントや教育プログラムも展開されており、

社会的役割も大きい。 

⑤イルミネーション 

2025年 11月 11日（火）にて開催された（一社）夜景観光コンベンショ

ン・ビューローが主催する「International Illumination Award2025（イ

ンターナショナルイルミネーションアワード）」イルミネーションイベン

ト部門優秀 SDGｓ賞において、全国第 1位を受賞した。この賞は環境に配

慮したイルミネーションを選出するもので、環境面からも高い評価を得て

いることは、ここ沖縄においても意義深いものである。 

また、東南植物園のイルミネーションは、イルミネーションアワードに

おいて、2021 年と 2022 年に全国第 3 位、2023 年と 2024 年に全国第 2 位



と、ここ数年毎年のように受賞している。東南植物園は LEDが普及してい

なない 1990 年からイルミネーションに取り組み、開始当時は 50万個の白

熱電球が使用されていた。 

２１ ＊活用支援  

２２ ＊利用分野 教育、生涯学習、地域学習、観光 

２３ ＊改善結果  

２４ ＊処理プロセス  

２５ 機関外リンク情報  

２６ 目標  

２７ 紹介  
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